
		
		
		
  
一

　花はなまきを一ひとつ、と誂あつらえて、縞しまの羽は織おりの片かた手てを懷ふところに、右め手てで燒たき落おとしの、最もう灰󠄁はひになつた大おほ火ひ鉢ばちをぐい、と引ひき寄よせながら、帳ちやう場ば格がう子しを後うしろにして整然ちやんと坐すわつた、角かく帶おびに金きん鎖󠄁ぐさりを見みせた客きやくがあつた。彼かれ是これ十二時じに近󠄁ちかい頃ころ、雨あめ上あがりの春はる寒󠄁さむい晩ばんである。


「まきを一いち、」と媚なまめかしい聲こゑで通󠄁とほしたが、やがて十じふ能のうに眞まつ赤かなのを堆うづたかく、紅くれなゐの襷たすきがけ、圓まるく白しろい二にの腕うであたり惜をし氣げもなう、效かひ々〴〵しく、土ど間まを蓮はす葉はにカラ〳〵と突つツかけ下げ駄たで持もつて來きて、鐵かな火ひ箸ばしを柄え長ながに取とつて火ひ鉢ばちにざツくり。


　面おも長ながで色いろ白じろな、些ちと柄がらは大おほきいが、六ろくか七しちと見みえてあどけない風ふう、結ゆひ綿わたの髷まげがよく似に合あひ、あらい絣かすりの前󠄁まへ垂だれして、立たち働はたらきに繕つくろはず、衣え紋󠄁もんの亂みだれたのも初うひ々〳〵しい。嬌し態なもなく眞まつ直すぐに立たつて、火ひを入いれるのを見みて、


「おゝ、難󠄀有ありがたう、」と忙いそがはしく兩りやう手てを翳かざした、客きやくは此この節󠄂せつ一寸ちよい々々〳〵來きて見み知しり越ごしなので、帳ちやう場ばに坐すわつて居ゐた、女房󠄁かみさんが愛あい想そをいふ。


「飛とんだお寒󠄁さむさでございますねえ。」


「寒󠄁さむいツて何どうも、」


「妙めうなお天てん氣きでございます。」


「然さやうさ、」といひかけて、火ひ鉢ばちの縁ふちに頰ほゝ杖󠄀づゑした、客きやくはフト心こゝろ付づいたやうに、自じ分󠄁ぶんと斜󠄁はす向かひに、其それは入いり口ぐちの、一ひと間ま破やぶれた障しやう子じを背せな。上あがり框がまちに腰󠄁こしをかけた、左さ足そくを土ど間ま一いつ杯ぱいに踏ふみ伸のばし、銅あかゞね色いろの艷つや々〳〵と、然しかも瘠やせた片かた足あしを前󠄁まへはだけにぐいと折をつて踵かゝとで臍へそを壓あつするばかり、斜󠄁なゝめに肩󠄁かたを落おとして、前󠄁まへのめり、坐睡ゐねむりすると見みゆるやう、左ひだり利ぎゝの拇おや指ゆびと、人ひと差さしを割󠄀わつたのに、薄うす手での猪󠄀ちよ口くを挾はさんで、肘ひぢを鍵かぎ形なりにしやツちこばらせ、貧󠄁びん乏ぼふ搖ゆるぎといふ、總そう身みをゆすぶツては俯うつ向むいたまゝ、猪󠄀ちよ口くを鼻はなの頭さきで押おツつけるやうにして酒さけを嗅かいで居ゐる親おや仁ぢがあつた。これを見みて、目めを返󠄁かへして、いま引ひツ返󠄁かへさうとする娘むすめが、襟えり脚あしの雪󠄁ゆきのやうに鬢びんの浮󠄁ういた、撫なで肩󠄁がたの、雙󠄁ふた子こもしなよく、すらりとした後うしろ姿󠄁つきを、


「あゝ、姊ねえさん、」


「はい、」とあでやかに振ふり返󠄁かへる。


「一合がふ正まさ宗むねをつけておくれ。」


「お君きみや、熱あつくしてお上あげ申まをしな。」


「はい、はい、」


　母はゝ親おやと、客きやくへ二ふたツ返󠄁へん事じで、お君きみといふ娘むすめ、向むきをかへると手てを上うへへ、一寸ちよいと爪つま立だつたが、眞まつ暗󠄁くらな棚󠄁たなの、貼はり札ふだを正しやう面めんにならんでゐる、罎びんの中なかから一本ぽん拔ぬいて、直すぐ下したの板いたの間まへ、無む造󠄁ざう作さに十じふ能のうを差さし置おいて、小こ刻きざみに、やがて、煤すゝけた柱はしらで劃くぎつたやう、磨󠄁すり硝󠄁子がらすを嵌はめたる如ごとき、湯ゆ氣げのむら〳〵として、洋燈ランプの朦もう朧ろうとある中なかへ見みえなくなる。


　彼處かしこに父󠄁ちゝ親おやが居ゐて、其そのかゝりで、


「かけ一上あがり、」と口くち早ばや也なり。


「あいよ。」


　直すぐに娘むすめは盆󠄁ぼんを据すゑて、片かた手てを振ふりながら、臺だい所󠄁どころの曇くもつたやうな中なか仕じ切きりの敷󠄁しき居ゐを跨またいで、結ゆひ綿わたに結むすんだ手て柄がらの色いろ、鮮麗あざやかに露あらはれたが、此この註ちう文󠄁もんは別べつに一人にん。


　入いり口ぐちに極ごく近󠄁ちかく、障しやう子じに肩󠄁かたの觸ふれるばかり、悄しをれた狀さまして、羽は織おりも着きないで、頰ほゝ被かむりをして居ゐたらしい、なえた手て拭ぬぐひを項うなじに絡まいて、身みを窄すぼめて居ゐた壯佼わかいもので、顏かほを灯ともしに背そむけたから、年紀としの頃ころよく分󠄁わからず。


「お待まち遠󠄁どほ樣さま、」


　と出だしたのを、默だまつて請󠄁うけ取とつて、腰󠄁こしのあたりへ引ひき着つけたまゝ茫乎ぼんやり。


「おや〳〵おや！」


　帳ちやう場ばから、


「父󠄁上おとつさん！」


「何どうしたの、」と娘むすめもばた〳〵、何なににつけても忙いそがしい、壹い岐き殿どの坂さか下したのおやこ蕎麥そばと看かん板ばんに記しるして、夫ふう婦󠄁ふと娘むすめばかり、男をとこも使󠄁つかはず、近󠄁きん所󠄁じよの出で前󠄁まへは親おや仁ぢが受うけ持もつて、留守るすの內うちは板いた前󠄁まへを母はゝ親おやが預あづかる、娘むすめが給きふ仕じの共とも稼かせぎ。


　店みせも座ざ敷󠄁しきも八疊でふの上あがり口くちの此この間ま一ひとツ、積つんだ蒸籠せいろうを床とこ飾󠄁かざりにして、客きやくは五人にんだとぎツしり立たて込󠄁こむ程ほど、內うち端わな商しやう賣ばい、勿もち論ろんこゝが親おや子こ三人にんの閨ねやにもなる。


    二

    　けれども加か減げんをよく⻝たべさせて、種たねものゝ種たねを惜をしまず、トンと腕うでを鳴ならした、打うち方かたの緊しまりの好よさ。かい撫なでのもりかけ屋やに澤山たんと類るゐがないと、土ど方かた、日ひ雇󠄁よう取とり、大だい工く、仕し事ごと師し、造󠄁ざう兵へいのお職しよく人にんなどが味あぢはひ覺おぼえて、透󠄁すきの無ない繁はん昌じやうに、めツきり仕し出だし、未まだ出で來き上あがりはしないが、つい月󠄁つきはじめから、金きん方かたなしに二に階かいの普ふ請󠄁しんにかゝつた位くらゐ。


    　亭てい主しゆが懸かけ聲ごゑの大おほきさに、女によう房󠄁ばうも帳ちやう場ばを立たつた。


    「何なにの、今いまお𤏐かんを上あげようとすると、壜びんがお前󠄁めえ、ポカと斜󠄁はすツかけに破いツたらうぢやないか。雫しずくも殘のこらず、釜󠄀かまの中なかへ打ぶちまけよ。ほら、芬ぷん々〳〵して居ゐら、湯ゆの中なかで暢のん氣きなものだ、人ひとの氣きも知しらねえ奴やつさ。」


    「希け有うだねえ。」


    「父󠄁上おとつさん、ひゞが入いツてたんでせう。」


    「それにしても湯ゆは恁かう溫ぬるいんだからな。」


    「まあ、何なんしろかはりをおつけよ、早はやくおしよ。」といつておいて、女によう房󠄁ばうは帳ちやう場ばに直なほつた。


    「相あひ濟すみません。」


    「御ご一いつ所󠄁しよでなくツて不可いけませんが、何どうぞ召めし上あがりまし、お待まち遠󠄁どほ樣さまでございました。」と娘むすめが誂あつらへを土ど間まから其それへ。


    　火ひ鉢ばちを一寸ちよいと押おし遣󠄁やツて、


    「可いいとも。」


    「おう、娘ねえさん、」と此この時とき、又また嘗なめの猪ちよ口くをひツたり盆󠄁ぼんに置おいたが、糊のりで附着くツつけたやうに未み練れんらしく指ゆびも放はなさず、杉すぎの丸まる箸ばしが松󠄁まつ葉ばに散ちツて、丼どんぶりの蓋ふたは桐きり一ひと葉ば、親おや仁ぢは苦にが々〳〵しい眉まゆの顰ひそんだ、然しかもトロンコの顏かほを上あげて呼よびかけた。


    「お銚てう子し？」と派󠄂は手でな聲こゑ、旣すでに四本ほんばかり並ならんだり。


    「いンや、澤たく山さんだ。」と强つよく首くびを掉ふツて、がツくりとうつむき、斜󠄁しやに股もゝのあたりへついた手てを、膝ひざ頭がしらへのめらせて、一ひとツ肩󠄁かたを搖ゆすつた。


    「待まちねえ、待まつてくんねえ。」


    　一ひと調󠄁てう子しドス聲ごゑを高たからかに、


    「待まつてくんねえよ、」と內うち懷ぶところへ手てを入いれたが、ふツふツと向むかうざまに息いきを吹ふいて、しばらくして、


    「えゝと、恁かうだに因よつて、」と、よろけ縞じまの唐󠄁たう棧ざんの羽は織おりの兩りやう方はうの袖そで口くちを引ひいて、左さ右いうに二ふたツ三みツ扱しごくと、襟えりを返󠄁かへして、うしろへ脫ぬぎ、腋わきの下したを[image: ]くゞらして、中央まんなかを摑つかんでずるりと前󠄁まへへ引ひいて噯おくびをした。


    「おう、何なんだぜ、」といひさま細ほそい赤大名あかだいの雙󠄁ふた子この、寢ね皺じわは寄よつたが、未まだ新あたらしい、艷つやのある袷あはせに、三さん尺じやくをしめた姿󠄁すがたで、土ど間まへツイと立たち上あがつて、


    「都合つ がふがあるからね。おい、これを預あづけて行ゆかあ、ねえ、おい、」と二ふた足あし三み足あし。


    　親おや仁ぢが寄よせて來くるので、娘むすめは鈴すゞのやうな目めを睜みはつて襷たすきがけの其そのあらはな手てで、前󠄁まへ垂だれの端はしを取とつたまゝ思おもはず退󠄁すさる。


    「都合つ がふがあるからね、濟すみませんがね。」


    「あゝ、もうし、」女によう房󠄁ばうは帳ちやう場ばの中なかで片かた膝ひざ立たてた。


    「眞個ほんたうに濟すまねえ、ウイヽ、濟すみませんでごぜえす、ごぜえすが濟すみませんでごぜえすが、ごぜえすがね。」


    　ほツと呼吸いきして、


    「私わツちあね、三み崎さき町ちやうだ、三み崎さき町ちやうのね、おい、藤󠄁とう助すけツてもんです。此この何なんだ、町ちやう內ないの頭かしらに聞きいて見みねえ、知しツてら、懇こん意いです、直ぢきに何なんすら、ねえ、おい。」


    「お次󠄁つい手ででよろしう、」と夫ふう婦󠄁ふほとんど一いつ所󠄁しよに聲こゑをかけたが、亭てい主しゆ姿󠄁すがたは見みえず、女によう房󠄁ばうは一寸ちよいと面おもてを背そむけた。


    　娘むすめはじツと見みて居ゐるのである。


    「お次󠄁つい手ででよろしう、何なに、お次󠄁つい手でで、」と藤󠄁とう助すけぐつたりと尻しりを下おろし、


    「可よかあねえ、よくねえです。憚はゞかんながら、濟すむもんかい。そんなことをして濟すむと思おもひますかい。えゝ、濟すむめえ、相あひ濟すむめえが、ヤイ、何どうだ、姊ねえや、」


    　突つツかゝりさうな劒けん幕まくに、帳ちやう場ばから、


    「何なんの貴客あなた……お君きみや、」


    　此方こちへ、と目めくばせする、母はゝ親おやの顏かほを見みて微ほゝ笑えんで、


    「可いいわねえ、母樣おツかさん。」


三


「可よかありませんてことさ、フム、」と打棄うつちやつたやう、海鼠なまこに首くびがあらば此この形かたちさ。


　客きやくは其その容よう子すと彳たゝずんだ娘むすめの顏かほを上うへ下したに打視うち ながめ、


「突とつ然ぜんだが、お前󠄁まへさん、お金子かねなら何どうかしようぢやあないか、何なにも御ご緣えんさ、」


　帳ちやう場ばに捻ねぢ向むいて、早はや手てを懷くわい中ちうへ、


「おかみさん、私わたしが立たてかへて置おきませう。」


「まあ、旦だん那な、」


「滅めつ相さうな、」と調󠄁てう子しはづれに、向むかうから𤏐かんの出で來きた一ひと壜びんを、亭てい主しゆは不ぶ作さ法はふに引摑ひツ つかんでのツこり出でて來きた。布ぬの子こに、これも襷たすきがけ。半󠄁はん股もゝ引ひきを穿はいた、およそ五ご段だん目めの定さだ九く郎らうが、山さん賊ぞく頭づ巾きんで、揚あげ幕まくを出でた頃ころの蕎麦そば屋やの風ふうと見みて可か也なり矣い。


　繕つくろふ處ところ更󠄁さらになく、


「へい、」と客きやくの前󠄁まへへ突つき出だして置おいて、娘むすめに並ならんで、藤󠄁とう助すけの傍そばに寄より、手てはかけぬが、肩󠄁かたの上うへへ、掌たなそこを開ひらいて腰󠄁こしを屈かゞめ、


「えゝ、もし、心こゝろ持もちを惡わるくなさらねえで、一ひとツ勘かん定ぢやうを踏ふんでおくんなさるわけにやあ行ゆくめえかね。」


「何なにを、」


「いゝえさ、腹はらをお立たてなさらねえで、何どうでございませう。御都合ご つ がふはまゝあることなり潔けつ白ぱくに然さうやつて形かたを置おいて行いつて遣󠄁やらうとおつしやる、其そのお心こゝろは讀よめました、讀よめましたが相さう談だんでさ、唯たツた今いまソレ壜びんが破われて酒さけがこぼれたでがす、內うちの奴やつも希け有うなこツたといひまさ。


　此處こゝで、私わツしも心こゝろ持もちが惡わるくツてなりません、吉きつ左さ右うだとは誰だれが考かんがへても思おもへますまい、いや、詰つままらないことでもあると氣きになりますわ。


　處ところを一ひとツ勘かん定ぢやうを踏ふんで下くださりや、はゝあ、今こん夜やこれだけの損そんのゆく、其その前󠄁ぜん兆てうであつたにして、さて、さらりと事こと濟ずみ、何どうでございませう。え、もし、」


「馬ば鹿かに、馬ば鹿かにしやがんない、誰だれだと思おもふ、誰だれだと思おもふ藤󠄁とう助すけだ。恁かう、藤󠄁とう助すけを誰だれだと思おもふ、」深ふくく憤いきどほつた風ふうもないが、だらしもなう縺もつれかかる。


　ト白しらけて皆みんなが默だんまりの折をりから、ぞろヲリ〳〵と高たかい音󠄁おと、此この時ときまで伸のばして居ゐた、件くだんの影かげのやうな壯佼わかいものが、思おもひ出だしたやうに啜すゝつたのである。


「御ご主しゆ人じん、ともかくもまあ、其その事ことは氣きにしないが可いい、壞こはれた分󠄁ぶんは私わたしが買かつた分󠄁ぶんにして、代だいを拂はらひませう、別べつに。で、私わたしが買かつたものとすりや、お前󠄁まへさんが心こゝろ持もちを惡わるくするにも當あたるまい。何どうです、」


「飛とんだことをおつしやる、勿もつ體たいない。」


「そして何なにしようぢやあないか、一ひとつ其その方かたのも立たてかへて上あげようぢやあないか。」


　忽たちまち大だい音󠄁おん聲じやう、


「誰だれだと思おもふ、藤󠄁とう助すけだ、鐚びたなしの藤󠄁とうじるし、」と半󠄁なかばから極ごく低ひく聲ごゑ、と聞きくと急󠄁きふに開ひらき直なほつて、細ほそい目めを見み据すゑながら、


「恁かう〳〵、內うちの亭ていも、餘よ所󠄁その旦だんも、可いい加か減げんにしろい。勘かん定ぢやうを踏ふんでくれの、立たてかへるのと好すきなことをいはあ、藤󠄁とう助すけだ、さあ、藤󠄁とう助すけだ。恁かうなりや、さあ、手て前󠄁めえン處とこの太ふと打うちが鼻はな緖をに化ばけても踏ふまねえよ。情い婦󠄁ろが富とみ鬮くじに當あたつてもかけらだつて達󠄁たて引ひかせねえ。天てんが二に杯へえよ、一、二、三、四い、銚てう子しが、五本ほんだ。取とつといてくンねえ、斷たつて預あづかつてくれ、え、おい、斷たつてのこツた、」


「でもさ、」


「眞個ほんとにお次󠄁つい手でで可ようござんす。」


「かみさん、おかみさん、おい、かみさんや、女をんなの癖くせに無む勘かん定ぢやうなことをいふない。恁かう、聞ききねえ。女によう房󠄁ばうは家いへのかためなりけりさ、聞ききねえ、女によう房󠄁ばうは家いへのめツかちよ、なあ。お前󠄁めえさんは兩りやう眼がん明󠄁あきらかだ、しかも佳いい年とし增まだ、佳いい年とし增まで居ゐて、見みず知しらずの野や郞らうを達󠄁たて引ひいて濟すむかい。


　はゝあ、さては、お前󠄁めえ密男まをとこをしてやあがるな。」


「ほゝほゝ、」


　先刻さつきから他た愛わいなく、莞に爾こ々々〳〵して醉ゑひどれの狀さまを見みながら、餘よ念ねんもなう、其その管くだを聞きいて居ゐた、お君きみは兩ふた親おやが、今いまのあまりの雜ざふ言ごんに齊ひとしく色いろを變かへたにもかゝはらず、およそ堪たまらないと言いつたやうに、


「まあ、松󠄁助ばんとうにそツくりだよ。嬉うれしいねえ、」と擦すり寄よつたが、いきなり唐󠄁たう棧ざんの羽は織おりを請󠄁うけ取とつて、手てにのせると、肱ひぢのあたりがヒヤリとした。


「おゝ、冷つめたい、雨あめにあつたの、母樣おツかさん預あづかつて置おきませう。」


「へい、お値ね段だんを此處こゝで、」といつて、件くだんの壯佼わかいものはフイと立たつてがらりと戶とをあけた。立たてかけてあつた、番ばん傘がさがはずみで、ばツさり。見み向むきもしないで、影かげが消󠄁きえたやうにポンと出でた。


「誰だれだ、おねだんを此處こゝへなんて言いふなあ、誰だれだい、へん、己おれが名なは藤󠄁とう助すけでえ。」


    
      

    



「藤󠄁とう助すけ、」


「や、」


「本ほん名みやう皮かは剝はぎの庄しやう兵べ衞ゑ、」


「…………、」


「御ご用ようだ！」


「ウム、」


「神しん妙めうにしろ、」


「おゝ、先刻さつき蕎麦そば屋やで背後うしろに居ゐた、」


「夜よ中なかに羽は織おりを取とりに行いつて、戶とをあけさせて押おし込󠄁こまうと、强がう盗たう品しな玉だまの材たねは上あがツたぞ、覺かく悟ごしろ、唯ただ一人にんだが、鐵てつ三さぶ郞らうだ。」


「旦だん那な、まあ、御ご覽らんなせえ、」とビクともせず、內懷うちぶところから、取とり出だして、片かた手て業わざで紙かみ包󠄁づつみ、開ひらいて掌てのひらに据すゑたのを、眞砂まさご町ちやうの原はらの角かどあたりから、一ひと筋すぢの赤あかい虹にじの如ごとく、暗󠄁やみを貫つらぬく瓦斯がす燈とうの灯ひに、唯と見みれば美うつくしい半󠄁はん襟えりであつた。


「馬ば鹿かといや、まア馬ば鹿かでごぜえすがね、あんまり娘むすめの罪つみの無なさ。短刀どすで威おどしたら、蟲むしがかぶらう、俳優やくしやだと思おもつて嬉うれしがるか、どツちにしても仕し事ごとは出で來きねえと、狙ねらつた的まとをフイにして、土產みやげを持もつて、寢ねねえうちに、これからね、羽は織おりを取とりに引ひツ返󠄁かへす處ところでさ。


　旦だん那な、たヾ此このまんまぢやあ不可いけねえ、私わツしも庄しやう兵べ衞ゑだ、唯今たツたいま一ひと立たち𢌞まはりやツつけやすぜ、天てん命めいなら仕し方かたがねえ、お前󠄁めえさんの手て柄がらになせえ。


　しかし旦だん那な、お職しよく掌しやうだから御ご無む理りはねえがね、考かんげえて御ご覽らうじろ、私わつしが痛いためつけたツて、たかが金子かねだ、働はたらきや譯わけなしさ。も一人ひとり居ゐた野や郞らうなざア、いやに見みせびらかしやあがつて、あいら、娘むすめを狙ねらひまさ、疵きずものにされた日ひにや、取とり返󠄁かへしがつくものぢやねえ。


　可か哀はい相さうに私わツしのやうな惡あく黨たうせえ、淚なみだが出でるやうな可か愛はいらしいものを、慰なぐさまうといふ善ぜん人にんが世よの中なかにや澤たく山さんありまさ、そいつらにも些ちと氣きを配くばつて、庇かばつて遣󠄁やつておくんねえ。


　はて、何處どこへ、持もつてく土產みやげだらう、」と水みづを飮のんだより一層いつ そう醒さめた、酒さけの名なも知しらぬらしい、苦にがみ走ばしつて引ひツしまつた、頰ほゝのあたりに微び笑せうを含ふくんで、其その半󠄁はん襟えりを帶おびのあたりへ突つツ込󠄁こむ、と思おもふと、鐵てつ三さぶ郞らうは颯さつと退󠄁のいた。


　冷れい龍りう一いち躍やく、三寸ずんばかり閃ひらめいて、疾とく手てにかゝつた捕とり繩なはは、端はし短みぢかにプツリと切きれた。


「お前󠄁めえさんは未まだ少わかいや。」


　トタンに衝つと寄よる、背後うしろへ飛とんで、下しも富とみ阪ざかの暗󠄁やみの底そこへ、淵ふちに隱かくれるやうに下おりた。行ゆき方がた知しれず、上うへ野のの鐘かね。
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